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18
年
の
所
管
事
務
調
査
が
終
了

議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
三
常
任
委
員

会
が
あ
り
、
毎
年
町
の
事
務
・
事
業
の
調
査
（
所
管
事
務
調
査
）

を
実
施
し
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
十
八
年
の

調
査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
先
進
地
に
出
向
い
て

の
町
外
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
川
村
敬

一
委
員
長
）、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
（
吉
川
淑
子
委
員
長
）、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
佐
々

木
良
一
郎
委
員
長
）
の
町
外
調

査
は
、
十
月
二
十
五
日
、
青
森

県
野の

辺へ

地じ

町
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

野
辺
地
町
は
、
人
口
一
万
六

千
人
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
お
よ
そ
四
十
九
億
円
、
面
積

は
本
町
の
約
三
分
の
一
で
サ
ー

ビ
ス
業
を
主
な
産
業
と
す
る
町

で
す
。
町
の
特
産
品
で
あ
る
ホ

タ
テ
の
水
揚
げ
は
、
六
億
二
千

万
円
、
野
菜
の
コ
カ
ブ
は
、
六

億
円
の
生
産
額
が
あ
り
ま
す
。

野
辺
地
町
で
は
、
町
づ
く
り

の
目
標
と
し
て
「
ひ
と
づ
く
り
」

「
活
力
あ
る
経
済
活
動
の
展
開
」

「
観
光
産
業
の
活
性
化
」「
健
康

づ
く
り
」
の
四
つ
の
重
点
プ
ラ

ン
を
掲
げ
、「
暮
ら
し
や
す
さ

で
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
、
野

辺
地
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、「
財

政
の
運
営
」
と
「
税
収
納
の
課

題
と
現
状
」
に
つ
い
て
、
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

財
政
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

過
去
（
平
成
十
四
年
度
）
に
お

け
る
、
歳
入
見
込
み
誤
り
が
現

在
も
尾
を
引
き
、
同
年
度
以
降
、

十
七
年
度
ま
で
の
一
般
会
計
決

算
は
単
年
度
実
質
収
支
が
赤
字

を
続
け
て
い
る
。
地
方
交
付
税

の
状
況
は
、
普
通
交
付
税
は
十

二
年
度
の
二
十
三
億
円
台
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
同
十

七
年
度
は
十
七
億
円
台
に
、
特

別
交
付
税
も
四
千
万
円
の
減
と

な
り
、
本
年
度
は
さ
ら
に
、
前
年

度
比
合
わ
せ
て
五
〜
六
千
万
円

総　務

財
政
の
運
営
と
税
収
納
の
課
題
を
調
査

常任委員会リポート

青森県野辺地町での全体研修の様子
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